
誌上発表 高校基本問題検討特別委 員会

2 これからの学校 と教員の在 り方について
～教員 としての資質の向上に関する指標 と校長の役割～

千代田区立九段中等教育学校長 野村 公郎

1 は じめ に

高校基本問題検討特別委員会では、令和 4年 度、令和 5年 度 の研究主題 を 「これか らの

学校 と教員の在 り方」 とした。

昨年度の全国普通科高等学校長会第72回 総会・研究協議会 において、「ポス トコロナにお

ける毅員研修の在 り方」をテーマに してシンポジウムを行い、新たな教師の学びの姿に関

連 した中央教育審議会 (第 11期 )の 令和 3年答 申や文部科学大臣か らの令和の 日本型学校

教育を担 う教師の養成 。採用・研修のあ り方 についての諮問事項、教員免許更新制の発展

的解消等について経過 を報告す るとともに、基調報告において、「教師に共通的に求められ

る資質の具体的内容」や 「研修機会・体制整備等」、「研修履歴 を活用 した対話に基づ く受

講奨励 に関す るガイ ドライ ン」等に基づ き、 これか らの教師の学びの姿や研修の在 り方、

教師の資質能力の向上 と校長等教育管理職 の役割について、今後の方向性 を提言 した。 そ

して(パネ リス トには、独立行政法人教職員支援機構理事長、埼玉県教育委員会教育長、

全国高等学校校長協会副会長 をお招 き し、それぞれのお立場か ら、テーマに沿つた内容 に

おける現状 と課題、今後の取組 について ご意見を伺 った。

このシンポジウムでの提言等を受 け、本委員会では各都道府県 における現状等の情報収

集や意見交換 を通 じて研究を進めている。

2 公 立 学 校 の 校 長・副 検 長 及 び教 員 と して の 資 質 の 向 上 に 関 す る指 標 に つ い て

昨年度、文部科学省 か ら改正教育公務員特例法に基づ く公立の小学校等の校長及び教員

としての資質の向上に関す る指標の策定に関す る指針の改正等 について (令 和 4年 8月 31

日)の 通知があ り、公立の小学校等の校長及び教員 としての資質の向上に関す る指標の策

定に関す る指針 に基づ く教師に共通的に求 め られ る資質の具体的内容 が示 された。 (図 1)

公彦のをヽ学簡 0校震及び破Rとしてo資質0向上に開発 編擦の策定に関する据針
] 

こ の 指 標 に 基 づ き 、 各 教 育 委 員 会 で の 「 公
13鵬づく執師に共題的に求められる歯質の民体的内腎

立学校 の校長・副校 長 及 び孝女員 としての資質

の向上 に関す る指標 」の改訂等 の動 向につ い

て情報 交換 した ところ、新 たに示 され た とこ

ろや 従 前 に示 され て い る指標 の一 部 を改 正

した ところ、これ か ら示 され るとこ ととま ち

まちで あった。ここで は、東京都 の事例 を示

し、各学校 での教員 の資質 向上の参 考資料 と

され た い。

図 1

東京都教育委員会では、令和 5年 3月 に 「学び続 けよう、次代 を担 う子供のために一令

和 5年 度東京都教員研修計画 ―」を示 した。 この計画は、校長 の役割 の明確化、校内研修
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の体制整備、研修履歴の活用 な どをよリー層推進 してい くために、令和 5年 2月 、「東京都

公立学校 の校長・副校長及び教員 としての資質の向上に関す る指標」を改定 した ことを踏

まえ作成 された。本研修計画では、人材育成 に関す る取組 を「OJT」 、「O ff― JT」 、「自

己啓発」の二つの手段の 目的や意義 について整理 し、教員研修 を総括 している。各学校で

は、指標や本研修計画 を自己申告 の面接等の機会に活用す ることによつて、校長・副校長

はもちろん、教員一人一人が、 自らの専 P弓 職性を高めてい く営みであると自党 しなが ら、

計画的に研修や 自己啓発 に取 り組む ことを期待 されているものである。計画内容 の一部 を

掲載す る。



1「東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資買

の向上に関する指標」について
教員の資質の向上に関する指標は、教育公務員特例法に基づき、公立の小学校等の教員

の任命権者が、文部科学大臣が定めた指針を参酌し、その地朝の実情に応して策定するも
のです。

東京都教育委員会では、令和 4年 8月 に改正された国の指針を踏まえ、指標を改定し
ました。

東京都公立学校の教員には、東京都の教育に求められる教師像が教員としての普遍的な
資質の素地であることを踏まえ、成長段階に応して求められる役割や身に付けるべき力等
を自覚し、生涯にわたつて資質の向上に努めることが求められます。

救諭F  主任教諭p t目導綸 1主幹締 |

◆ 自らの個性や能力を伸ばし、様々な困難を乗 り越え、人生を切 り拓いていくことができる

◆ 他者への共感や思いや りを持つとともに、自己を確立 し、多様な人々が共に生きる社会の実

現に寄与する                   (東 京都教育施策大綱 令和 3年 3月 )

「未来の東京」に生きる子供の姿

東京都の教育に求められる教師像

●教育に対する熱意と
使命感をもつ教師

・子供に対する深い愛情
・教育者としての責任感と誇り
・高い倫理観と多様性に配

慮した人権意識
呟

Ъ豊かな人間性と
思いやりのある教師

・温かし洵い、柔軟な発想や

思考、創造性
・幅広いコミュニケーショ

ン能力
【

¬

ツ

●子供のよ古や可能性を

引き出 し伸ぼすことが

できる教師
・常に学び続ける意欲
。一人一人のよさや可含p性

を見抜く力
・教科等に関する高い指導力
【                     メ

●組織人として積極的に

協働 し互いに高め合 う

教師
。経営参画への意欲、協働性
・高い志とチャレンジ精神
・自他の安全を守る危機管理力

J教
員が身に付けるぺき力P

学 校 マネ

公教育に携わる者として磨き続けるもら す
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東京都公立学校の検長B副校長及び教員
～執職生涯を通じて学び続ける、申

本指標は、教員自らが資質の向上に努められるよう、職層や成長段階に応して身に付けるべき力を示しています。なお、

教  員

公教育に携わる者として磨き続けるもの「使命感」「牧

教
職
に
必
要
な
素
養

児童 生徒の観察や、他の教員や関係貌
自枚の多様な課題を捉え、管I里 職と蓮幅
策を提案し、実行することができる。

保護者・地域・関係機関からの要望等に
音る。

のD瞬 整をするとともに、
ができる。

特男1支援教育]―ディネーターやSC、

し、組織的対応を行うことができる。

主任教諭

伸長期
指導教論

職層

成長段階 1～ 3年 目

求められる
役害Jや 能力

職層

成長段階

学習指導、生活指導や学級経営に
おける教員としての基礎的な力を身
に付けるとともに実践に生かすことが
できる。

おいて直面す
に対応する。

自分の育ヒカ開発について謙虚に自
己研さんに励み、知識や経験に基づ

く実践力を高めることができる。

繊の一

教育指導の専門性を活用し、校務
を処理するとともに同僚や教諭等に
対して助言や支援を行うことができ
る。

高い専門性と優れた指導力を
活用し、自校や他校の教員の
人材育成を推進することができ
る。

指導教諭
伸長期

児童・生徒の中習の状況や指導計画 :IT価 計画を振り返り、授業改善を図ることができる。

じた指導を行うことができる。

学
習
指
導
カ

出的知識を身に付けるとともに、授業に生かす
ことができる。

的な充実に向けた、■習者中心の授業をする
ことができる。

同僚や教諭等と協働した投業研究や、指導
との課題を捉えた指導・助富をすることができ
る。

撰業改善や授業評価について、実態や課題を
提え、禽翠決策を提案することができる。

標範とをる目うの段栗を標
'と'1に

公岳拗
するとともに、自検や他校の求めに応じ
て授索を観察し、指導・助言をすること
ができる。

教科指導資料等(′)骨 □発、模範となる教
科指導のための教材開発を行うことがで
きる。

児重・生任の風さや可能性を伸ばしながら、
キャリア教育の計画を立てることができる。

生活指導上の風果題に直面した際、他の教員に
1日 談しながら解決することができる。

の育成を通した自己実現を固る指導をイ子うこと
ができる。

他学級等の生活指導上の課題につ↓ヽて共に
対応したり、効果的な指導方法について助言
したりすることができる。

生
活
指
導
カ

進
路
指
導
カ

確立することができる。

題駆吼帥搬
児
止
助

児童・生徒一人―人の可能性や活躍の場を
31き 出す集回づくりを得い、児童・生徒に自己
有用感をもたせることができる。

外
部
と
の
連
携

折
衝
カ

'3人

間関係を構築することができる。

課饉に応じて、他の教員・保氏整者・地域・関係
機簡と円滑なコミュニケーションを図り、連携協
勘を通して解決に向けてB〕,り組むことができる。

情報収集を通切に行うことができる。

他の教員・保護者・地1載 ,関係機関と連携協
種五し、課題を解決することができる。

もに、情報収案を適切に行うなどして、円滑′ひ
関係を築くことができる。

自身や学校の強み・弱みを理解し、他の教員
保護者・地指l・ 関係榛門との連携協働を通じ
て、教育活動をより充実させることができる。

字

`文

教百を取つ春く冒l境の賢化に合わ
せて常に学び続けるとともに、指導力の

向上に関する教員0)大材育成を推進
することができる。

厳正に努め、組l繊の一員として検務に積極的
に参画することができる。

担当する分掌の職務及び役割を理解し、邁切
に対応して校務を処理することができる。

を提案するなど、校務へ積極的に参画し、組
織内で自らの役割を果たすことができる。

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力
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カ

や社会の安全への貢献力の向上のための手旨導をすることができる。

担当する狡務分掌の構務について、同僚や教
諭群に指導・助言すること力`できる。

学校の課題を提え、対応策等につtヽ て管理職
や主幹教・耐前に提案することができる。

教員・保護者と連携して個別指導計画等を4成し支l景 することができる。
多毎な児軍'生 OEのニースに対応するために必
要となる知識や方法を身に付け、学習上,生

活上の配慮や支援を工夫することができる。

教育,― 夕を活用し、児童 生徒の学習改善
を図つたり、生活子営導に生かしたりすることがで
きる。

テンタル薇術の効果的な活用や、旧報活用能
力の育成に向けた授業を実施することができ

教育亨―夕を′活用し、児童・生徒の学習改善
や生活指導に■かすことについて、初柱者等に
指導・動言することができる。

瞬する、適切を指導計回を作成し授業実践
等を行うとともに、同僚や教渤等の手旨導の状′兄
を把握し、指導・助冨することができる。

児童・生徒の学習改善を図つたり、生活指導
に生かしたりするための教育データの活用方法
を提案することができる。

育成に向けた棋範となる授業を実施す
ることができる。

児童・生徒の学習改善を図るために、
教育データを活用した授業を提案するこ
とができる。

補佐し、分掌組織の―員として、課題解決の
ために貢献することができる。

を担い、主群教諭を構佐するとともに、同僚や
教諭等に対して指導・助言することができる。



しての資質の

X現在よりも下位の職層や成長段階で示されている力は、既に身に付いているものとして構成しています。

k育的盪備J「人権な歯」「後理観」など

機聞等との速桃による情報収集に基づき、
携して、個に応じた指導や集団指導の改善

E対 して、

ISW、 保護者や外部の関係機藤等と協働

る

主幹教i寵
触層

主幹教論 冨l枚長 校長

教員に対して指導・助言し、保
護者・地域・関係機関等と連
携して担当する挨務を処理す
ることができる。

与

主斡教諭

求められる
役害J

職層

教職員とのヨミュニケーシコンにより自技の
課題を提えて解決策を立案し、課題解
決に向けて参画する。

し

教職員の状況変化を敏感に捉え、組織
atな 課題解決に向けて、校長と共に勧き
やすい職場環境を推進する。

0学校内外とのコミュニケーションの中心的
役客Iを担い、学校の教育力を高める。

0 教職員の状況等を的確に把握し、個々
の能力が最大限に発揮できる人材西E置
と働きやすい職場環境を構築し、推進す
る。

主幹教諭 副校長 按長

学
校
経
営
カ

ける課題についで解決策を提案し、数職員
を支l震 ■旨導して課長嵐を解決することができ

技務分掌を越えて学校経営に関わる様々
なデータや内外環境に関する情報を収来・
整理,分析し、管理職に提示することができ
る。

ヨンプライアンスを徹底して、事故等の未然
防止のための具体的方策を提案し、緊急
時には適切に半I断 し対応することができる。

適所に配置して、組織的に学校の課題を
解決することができる。

学校経営に聞わる様々なデ…夕や内タト環
境に関する情報を収集・整理・分析し、横
長と共に教H観員に課題帯を提示し、解決
することができる。

様々な場合を嶽定した事改等の未然防止
策を具体的に策定し、ヨンプライアンスの徹
底した職場環境を構築することができる。

緊急時に1よ 適切に判断し、課題解決のた
めの中心的役割を担うことができる。

課題を早期に把握し、1黒題解決のため、組
織的に学校改革を推進することができる。

学校やこ営に関わる様々をデータや内外環
境に関する情報を多画的な観点で収条・
整理・分析し、教職員に課題等を明確に
提示し、解決することができる。

様 な々危機に対する未撚防止策を策定
し、コンプライアンスの徹Eした職場環境を
構築することができる。

緊急時には適切に半J断 し、迅速を対応を
行うことにより状況を打開することができる。

外
部
折
衝
カ

被長と共に的確に把握し、学校内外の関
係者と,)連携を活性化するための方策を管
理職に提案することができる。

保護者や地壕、関係機関弩の意見や妥
望を的確に把握し、地 l'と

'せ

・社会の教育資
源の活用や関係諸機関との連携を積1惑的
に進めて、技長の助言を受け、適切に対応
することができる。

保眼看や地増l、 関係機関野との信顧関係
を築き、連絡・協勘しつつ、適切に地域・社
会の教育資源を活用した学技経営を行う
ことめヽできる。

せて常に学び続けるとともに、中・長期
的な視点での教員の人材育成を推進
することができる。

人
材
育
成

力

,受素や字触経営琴について他の教H盛貫に
指導・助言するとともに、大材育成上の情
報を管理職に適切に提示すζEと ができる。

学校の課題解決に向けて、教職貫0)―メ
を踏まえた横内研修等について管理職に提
案し、数職員を指導・育成することができ
る。

全教職員の適性や能力をlB握し、個々の
教職員に合つた能力開発と人材育成を行
うことができる。

教育課題や教職員のニーズに対応した協
働的な校内研修や0」 T等 を組織的に推
進し、教職員が学びに向き合う研修環境を
整えることができる。

活用し、教職員の能力開発を行うとともに、
副被長や管理職候4南 者等の人材発掘と
人材育成を行うことができる。

教育課題や教強員の
=―

ズに対応した協
働的な校内研修や0」イ等を推進して敬職
員の自律的な成長を促し、大材育成を活
性化することができる。

学
校

マ
ネ
ジ

メ

ン
ト
能
カ

写:會
村教育委負会の教育目標や教育施策を
理解し、実μ尭することができる。

題や平女育施策に研する見識を生かし、校
長の学校経営方針を具現化することができ

社会の要化を的 1電 に,足え、T文百に対する
地域、l黒 護者等都民の期待やニーズを把
握し、中長期的視点と教育理念に基づい
た学校経営を行い、期待に応えることができ

特別な配慮や
支援への対応

の体制整備等の具体的な方策を、提案す
ることができる。

特別ア
`ょ

酉El憲 や貢撰への対応 I=関 する体制
整備等を推進し、関係機関と連携して充
実を回ることができるす

校全体で取り組むための組織編制を行い、
組1畿 全体で推進することができる。

た研修計画の策定や、情報活用能力
の育成に向けた学校全体での体系的を
指導を推進することができる。

教育

'―

夕を活用した業務の効率化を
推進することができる。

デジタルや
教育データの
利活用

騒1,棄 長と共に、投票におけるテジタルの不1

活用や技務のデジタル4ヒ を推進するための
具体的方策を提案することができる。

校内のデジうル常の活用の推進を進行管
理し、改善に向け、指導・助富を行うことが
できる。

ジタル化を推進するための具体的方策を策
足し、教職員に示すことができる。

デジうル書を活用した技務の効率化の推進
について進行管理し、評価及ぴ改善案を
提案することができる。

ドマップを策史し、実現を図ることができ§。

デジタル寄を効果的に活用した学校避営の
組織編制を行い、点検・評価し、改善する
ことができる。

数膏課題に
関する対応

導力を用いて、管:璽 職に具体的かつ実現
性の高い解決策を擬案し、経徴的な解決
の中心的役割を桑たすことができる。

て、校長を補佐して具体的かつ実現性の高
い解次策を企回し、適切を進行管]里 0)下

で、組織的に解決することができる。

把握して、取り組むべき課題や優先順位 .

役割分担を提示し、通切な進行管理の下
で、組織的に解決することができる。

教育管理職等

し、



下の表は、教員について、前買の指標にあげた「教育課題に関する対応」の主な項目について具

体的な内容を示しました。これらは、様々な教育課題の中から、東京都教育施策大綱、東京都教育

ビジョン等に基づき、これからの東京都の学校教育を推進していく教員に求められる内容を示して

います。

人
―

の推
進

・児童・生徒r人―人の人権に配慮した指導を通して、自イ也の人イ径を大切にしようとする児
童 。生徒を育成できる。

・児童・生徒が大福課題についての正しい理解と認識を深め、偏尻や差別意識を解消しようと
する態度と実I完力を育む指導ができる。

道徳教育の推
進

・児童・生徒に、他者へのほいやりや、かけがえのない生命を大切にする気持ちを育むことが
できる。

・よりよく生きるための基盤となる道徳l生を、児童・生徒自らが考え、議論し、行動しながら
身に付けられる指導ができる。

・保護者や地域等と連携し、児童・生徒の豊かれЮ 育成を図ることができる。

グロー′uレ
人本オの育成

・児童 ,生徒に、異なる言語や文化、価値を乗り越えて、新ししⅧ離覧創造する力を身に付け
させることができる。

・コミュニケーションカ、異文化への理解、国際社会に生きるために必要なアイデンテイテイ
の育成を図る教育を行うことができる。

櫛 駒
充実

・児童・生徒にとつて魅力ある学校 。学級をつくり、豊かな人間関係を育むことができる。
・不塞感Ⅵ月つν詔嚇寸め た段階から組冊胸かつ計画的な歳冴釣kき、個々硼た兄1目応じた
積極的な声掛lナや開わりなよ 早琥剣浸1珈り組むこ勧 覧きる。

・児菫。とヨ臆本人と盲
―

棚 日戸至し、デジ切賤 穏う活用によ鶉 藩象 るり穫訃
生徒伍応した多様な学びの場を提供するなよ 舅蟻 ることができる。

・保護者や関係機関と連携掴図りなん`抑 廠暫れゝ対応の改善乞図ることができる。

いじめ防止、
自殺予bttIE
縮 取組の推
進

・いじめの未然防止・早期発見・早期対応、自殺予防、虐待やヤングケアラー等の早期把握な
ど、児童・拗 よヽさな変化に気付き、適切に支援するための具体的な取組を、保護者や地
域、関係機関等と連携しながら組織的に推進できると

む児童・生徒のSOSを石窪実に受け止め、適切に支援できる。
・児童・生徒のSOSを出す力及び同りのSOSに気付ける力を育成できる。

―
の推

進

・安全教育の生活安全、韓 、災害安全の3領域及び学校における安全教育の目標や内容を
踏まえ、児童・生徒に危険を予測し回避する能力と他者や社会の安全に貢献できる資質や能
力を身に付けられるよう指導できる。

・学校における安全管理について、自校の危機管理マニュアル等を理解するとともに、事件・

事故等が発生した際、管理職魚り隅聟傲 教剛員間の盾報共有を図るなど、迅速かつ的確に
判断し、対応できる。

教員に求められる具体的な内容摘 題



3 研 修 履 歴 を活 用 した 対 話 に基 づ く受 講 奨 励

教員免許更新制の発展的解消に伴い、教員の資質向上等 に関す る学校の責務 は、今まで

以上に期待 され ることとなった。文部科学省 は、令和 5年 3月 「研修履歴 を活用 した対話

に基づ く受講奨励 に関す るガイ ドライン (一 部改正 )」 を示 し、「令和の 日本型学校教育」

を担 う新たな教師の学びの姿の実現や新たな教師の学びの姿の実現のための研修推進体制 、

研修履歴 を活用 した対話に基づ く受講奨励の内容・方法等 を示 した。

本委員会では、全国普通科高等学校長会第72回 総会・研究協議会 のシンポジウムにおい

て、研修の在 り方や研修履歴 についての問題点 を提起 し、教育委員会には効果的、効率的

な制度設計に基づ く適正な運用 と我々校長 との緊密 な連携 を図ることを強 く要望す るとと

もに、新たな教師の学びの姿の実現に向けて各校が取 り組むための ヒン トとなる内容を示

した。

そ して、今年度、研修に関す る現状について、情報交換 を行 つた。 そこでは、研修計画

や研修履歴の記録方法及び取 り扱い、管理職等が研修の奨励 を含む適切 な指導・助言を行

うことによる効果的かつ主体的な資質向上・能力開発等人材育成について資 されていると

ころや 、今後示 され るであろ うところもあつた。一事例 として、東京都教育委員会では、

「学び続 けよ う、次代 を担 う子供のために一令和 5年度東京都教員研修計画一」において、

教員一人一人が自身の研修履歴 を基に、研修計画 を主体的に立て、 自律的に研修 に臨み、

資質・能力 を生涯にわたつて高めてい くことを支援す るための研修支援 システムである「マ

イ 。キャ リア・ ノー ト」の活用 について示 した。 なお、研修履歴の対象や記録の範囲等に

ついては、国の動向を踏 まえなが ら、今後 も継続的に検討 し、本計画 を改定す ることとし

てい る。



2 教員の人材育成について

(1)研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励

文部科学省は、令和 4年 8月、「改正教育公務員牛朝列法に基づく公立の」ヽ学校等の校長及び

教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針の改正等について (通知)」 を各都

道府県教育委員会に対して通知しました。

この中で、教師の資質向上のための取組の記録が「研修履歴」、資質の向上に関する指導・

助言等が「対話に基づく受請奨励」と位置付けられました。

東京都教育委員会では、平成 29年度から、教員一人一人が自身の研修履歴を基に、研修計

画を主体的に立て、自律的に研修に臨み、資質・能力を生涯にわたって高めていくことを支援

するための研修支援システムである、「マイ 。キヤリア・ノート」を不家イ動しています。

以下、ア～工は、令和 5年度における、「マイ 。キヤリア・ノート」を活用した場合の記載

となりますが、幼稚園及び幼保連携型認定こども園の園長及び教員等につきましては、この項

を参考に適切に往Ⅱ女寸応ください。

なお、令和 6年度以降の研修履歴の対象や記録の範囲等については、国の動向を踏まえなが

ら、令和 5年度に継続的に検討し、本言十画を改定します。

ア 欄 爵 割 粥 鞘 管 割 磁 囲 賂 J

校長等の学校管理職は、研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励を通し、所罵教員の

人材育成に大きな責任と役害」を担つています。

その際、「マイ・キヤリア・ノート」を活用することにより、教員が自らの学びを振り返

るとともに、管理職筈が研修の奨励を含む適切な指導 。助言を行うことにより、効果的かつ

主体的な資質向上・能力開発を図ります。

イ        となる教員の範囲

対象となる教員の範囲は、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特

別支援学校に在籍する校長、副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、主任養護教諭、主任

栄査教論、教諭、養護教諭、栄養教諭、専修実習助手、実習助手、主任寄宿舎拍導員、寄宿

舎指導員です。

ウ 研修履歴の記録の範囲及び内容

「マイ 。キヤリア。ノート」には、東京者1教育委員会や区市町村教育委員会等が実施す

る研修を言除 しており、研修名、研修開始・終了日、研修回数、実施主体などが記録されま

す。



【「マイ・キャリア・ノート」研修履歴国血】

工 対話に基づく受講奨励の方法・時期

校長は、適切な権限の委任の下で、副校長などとも役害」分担しつつ、自己申告における当

初面接や最終面接の機会など、適切な時期に、教員の資質向上に関する指導・助言等を行う

とともに、副校長に対しては、校長自ら指導・助言等を行います。

また、「マイ 。キャリア・ノート」の研修履歴の記録を活用するとともに、「自己申告 G哉

務記録う」の「4 能力開発」や「5 キャリアプラン」欄に、教員自身が自らの学びの方向

‖生等を記入することで、受講奨励等、指導・助言を行います。

以上の「マイ・キャリア・ノート」も剪剛錬訓町砺己録とは別に、校内研修等、学校現場にお

ける組織的かつ日常的な学びや教員個々の自己啓発等に係る学びについては、年間を通した校

内石汗イ彦の総括の場や面談等の場において、個別に聞き取りながら、学びの状況等を振り返り、

教員の資質向上に生かすようにします。

また、教員同士の学び合いの文化を醸成する観点から、例えば、主算4郵雨沈雛 と対話に

基づく受講奨励を行うことも効果的です。その際、日常的な対話の機aや学年会など、各学校

等に適した様々な機会を捉えて実施していくことが大切です。
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(2)組 の人材冑由の
―

教員の人材宵威でlよ、「03T雲ェ「0何―aTど、『自註密発」の三つ醐手機があいまつてはじめて

効員的な青歳が可縦となります“僚長・副校長や主韓数論等同じ学校に働務する隷員等からの指輻

はT〕ちろん、教員翻瓜σ増 己酪発`教員問■の組百識発も皇雪です卜こうした機還t練成し、重い

に高め合う壇境をつくることが大切です̀ =致爵ば,「自ら育つJ徹酸を弓塔出し、成長させてもヽける

よう、麟 ―
に感して身に付tす るべ府力t提示し、将栞の震夏を明らん翼とします4

入奪オ百威■国るため|こ は、呻 の実務を通した学びや戦員自らによる学夢との相重ご,

鶴違が重要です==また,頼 常ど、0灯―ユTで学ふ機会を一つの槃機として受け止め、03T『)濫

性1とに夢ことずること、そして、0「一〕Tや0〕 Tで学為たことを生ぬ`し`自ら学び、自己を高め

ることができるよう、自£翻 こ助戯これが重要で事4

本麹熙謝輔十日騨〔(よ 隷員自ら
'う

、`転隅に応して求められる力t自党じⅢ手03T」、「0打 -3 TJ、

「自己議発J在計劇的に実施じてtヽくことで、指蘇に学げられている日標を亀歳することができる

ように示しています (図 1).

。        して0
韓

人材育成

白―

通Dl

そ して、東京都 の公 立学校 の校長・ 副校 長 及び教員 としての資質 の向上 に関す る指標 の

確認 のた めのチ ェ ックシー トを令和 5年 9月 に都 内公 立学校 に配布 し、各教員 が資質 向上

の取組 状況 を確認 で きる よ うに した。
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向上に関する書酎剥 E所騰嗣こチェックシートを御賭用ください !

指標はコチラ !(東京都教育委員会ホームページ)
二次元
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指標の下チエックシートJI:■●I■■

花籍君羅}準蹂f翠鋳翻 翠筆留篭錦幕琴聟|

学日指導カ

4雀働興赤 ,電 ,とを31き出し、雹に危した指導を1'ラ

ことが″きる。

・成長段階に応して求められる後善Jゃ身に付けるべき
力などを短時間で確認できます。

・学校あ実態に応して様式のフレンジが可能です。

二次元
コード

擢 極 顧覇歯・チェy,原目

撃性名

蜀確・ 氏 名

チェックシート

抑

数育活跡翔 向上を自ることり患義を理解し、ねうし1に違

あた必鑢 轟針置と評価計画弾 霞昔懸導をすること

と

ている。

堂推●学圏り携潟P指導計巨・評価針巨を振り返9
ことができる

`

ねらヽ 1の建離 を,JiEと ,圭桂― 拳から竜こし、

セロつている。

魁 ・難 餌 瞭 J目
1亡卜を弓:き出す―

i

に応じ繰 行つている。

(ら,欠 1こ ,雷標

でも確認
①まずは
ここを確認



チェックシート活‐用例
二次元
コード

教諭等めセルクチェック

〇自己申告面接等の機会に、日標を
確認する。振り返りにより、成長
を確認する

〇「学圏指導力」を取 り出し、自己
の授業を振 り返る

見えやすい場所に置き、常に確認
できるようにする

00」T担当者が管理職と相談し、校内
研修計画を立てる

〇教員研修等の機会に、自己評価や相
互評価を行う

〇学年等の組織で、課題↓巴握等を行う

OjTで活用

曇賢覆:揺繕甚桑U言藪豊禁拿麺
｀

むべき課題を日月確にする「
: fi: r i ―!.:` !. :i   .  :':  :|

O教員の自己評価を工覧にし、学校
全体の強味や弱みを提える

O行事等の機会を捉え、学校として
の取組の重点を定めて取組む

曽連職が艦粛

″O

様々な場面で活用

〇若手教員育成研修

〇職層研修

〇教育研究員等研修

〇地区の教育研究会

〇教科会

卜でO レニダ

え

にb誉連職かi:1童煮を茜
|々荘ゆて猫層する|■

項 目 対 てし 自学校独 め取組く

O学
|:応



4 おわりに

公立の小学校等 の校長及び教員 としての資質の向上に関す る指標及び研修履歴 を活用 し

た対話に基づ く受講奨励 に関 しては、各教育委員会によ り進捗状況が異なる。今後、 これ

らについて各教育委員会が示 してい く上では、働 き方改革 の実現を図るとともに効果的、

効率的な制度設計 に基づ く適正な運用 を更に強 く要望する。また、本委員会は、学校 はよ

リー層の相互連携 を図 り、校長 自ら資質の向上に努 め、教員 としての資質の向上の実現 に

向けて人材育成 を図ることができるよ う研究を進 めてい く。

【参考】

「学び続けよう、次代を担 う子供のために一令和 5年度東京都教員研修計画― (令和 5年

3月 )」 東京都教育委員会

httpsi//www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/administration/counci1/files/teacher_upbrin

ln council keikaku


